
は
じ
め
に
 
 

『
本
朝
神
仙
伝
』
 
は
周
知
の
通
り
、
院
政
期
を
代
表
す
る
学
者
大
江
匡
 
 

屑
 
（
一
〇
四
一
～
一
肌
 
二
）
 
が
晩
年
に
撰
述
し
た
日
本
の
神
仙
の
伝
記
 
 

集
で
あ
る
。
そ
の
中
に
倭
武
命
や
聖
徳
太
子
を
始
め
、
日
本
の
神
仙
三
十
 
 

七
人
の
伝
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
完
本
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
唯
一
目
録
が
 
 

あ
る
大
東
急
記
念
文
痺
本
 
（
野
村
葉
介
氏
旧
蔵
、
旧
称
野
村
本
）
 
に
よ
れ
 
 

へ
1
）
 
 

ば
、
次
の
三
十
七
人
の
伝
を
載
せ
る
。
 
 

両
倭
武
命
 
二
上
宮
太
子
 
（
三
）
武
内
宿
禰
 
（
四
）
浦
嶋
子
 
五
 
 

役
行
者
 
（
六
）
徳
一
天
徳
 
七
泰
澄
夫
徳
 
（
八
）
 
久
米
仙
 
九
都
 
 

藍
尼
 
（
十
）
菩
仲
 
（
十
こ
着
筆
 
（
十
二
）
窺
詮
法
師
 
十
三
行
 
 

叡
居
士
 
十
四
教
待
和
尚
 
十
五
報
恩
大
師
 
十
六
弘
法
大
師
 
十
 
 

七
慈
覚
大
師
 
十
八
隕
勝
仙
人
 
十
九
同
弟
子
仙
 
廿
河
原
院
大
臣
 
 
 

侍
 
甘
一
藤
太
君
 
甘
二
源
太
君
 
甘
三
売
自
著
翁
 
甘
四
都
良
否
 
 

廿
五
河
内
国
樹
下
僧
 
廿
六
美
濃
国
河
辺
人
 
廿
七
出
羽
国
石
窟
 
 

仙
廿
八
大
嶺
僧
 
廿
九
同
山
仙
 
三
十
竿
打
仙
 
三
十
一
伊
預
団
長
 
 

生
翁
 
三
十
二
中
等
上
人
竜
 
三
十
三
橘
正
道
 
三
十
国
東
寺
憎
 
 

『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
 
「
止
寓
太
子
」
 
条
を
め
ぐ
っ
て
 
 

－
 
太
子
P
解
説
及
び
穆
王
。
黄
帝
説
話
と
の
関
連
か
ら
 
…
 
 

三
十
五
比
良
山
僧
 
三
十
六
愛
宕
諮
仙
 
三
十
七
沙
門
日
蔵
 
 
 

現
在
、
主
な
伝
本
と
し
て
、
話
数
が
も
っ
と
も
多
い
大
東
急
記
念
文
庫
 
 

本
 
（
二
十
六
人
）
 
の
他
、
讃
陵
部
本
、
前
田
家
尊
経
閣
本
も
知
ら
れ
て
い
 
 

る
が
、
両
本
と
も
抄
出
本
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
人
と
八
人
を
 
 

収
録
す
る
に
止
ま
る
ご
」
れ
ら
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
完
本
で
は
な
い
た
め
、
 
 

す
べ
て
を
つ
き
あ
わ
せ
て
も
、
な
お
（
 
）
の
付
い
て
い
る
（
三
）
、
（
四
）
、
 
 

（
六
）
、
（
八
）
、
（
十
）
、
（
十
こ
、
（
十
二
）
 
の
七
人
の
伝
を
欠
く
。
た
だ
 
 

し
、
（
四
）
浦
島
子
の
話
は
 
『
釈
日
本
紀
』
 
に
そ
の
逸
文
が
収
録
さ
れ
て
 
 

い
る
。
ま
た
、
（
三
）
 
武
内
宿
禰
の
話
は
石
滴
水
八
幡
宮
所
蔵
の
 
『
宵
寺
 
 

緑
事
抄
』
 
に
そ
の
逸
文
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
最
近
の
研
究
報
告
に
よ
っ
 
 

ヘ
リ
こ
 
 

て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
 
（
六
）
 
徳
一
大
徳
、
（
八
）
 
 

久
米
仙
、
（
十
）
蕃
仲
、
（
十
こ
啓
算
、
（
十
二
）
璃
詮
法
師
の
五
人
の
伝
 
 

は
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
全
貌
が
明
ら
か
で
は
な
い
に
し
て
も
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
は
上
代
 
 

か
ら
近
世
初
頭
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
唯
一
の
神
仙
 
 

の
伝
記
集
と
し
て
、
古
代
日
本
に
お
い
て
神
仙
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
 
 

捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
、
き
わ
め
て
負
蛮
な
史
料
で
あ
る
。
 
 
 

和
田
英
松
氏
『
本
朝
書
籍
自
録
考
讃
』
 
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
取
り
上
げ
 
 

馬
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ら
れ
て
以
来
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
は
藤
田
経
世
氏
に
よ
る
校
刊
美
術
史
料
 
 

や
川
口
久
雄
氏
に
よ
る
日
本
古
興
全
宙
で
相
次
い
で
翻
刻
、
紹
介
さ
れ
る
 
 

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
に
関
す
る
 
 

研
究
も
本
格
的
に
動
き
始
め
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
日
本
思
想
大
 
 

系
の
刊
行
を
契
機
に
さ
ら
に
活
性
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
様
々
な
視
点
か
 
 

ら
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
説
話
精
や
往
生
伝
の
収
集
経
 
 

緯
を
解
明
す
る
糸
口
と
し
て
、
『
江
談
抄
』
 
や
 
『
続
本
朝
往
生
伝
』
 
が
重
 
 

要
視
さ
れ
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
る
一
方
で
、
同
じ
匡
房
の
 
『
本
朝
神
仙
 
 

丁
上
 
 

伝
』
 
が
等
閑
視
さ
れ
て
よ
い
は
ず
が
な
い
と
い
う
指
摘
か
ら
四
十
年
が
 
 

縫
っ
た
今
で
も
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
は
な
お
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
 
 

ら
ず
、
説
話
の
収
集
経
緯
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
 
「
上
宵
太
子
」
条
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
 
 

ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
成
立
時
点
の
 
「
上
宮
太
 
 

子
」
条
に
同
時
に
現
れ
る
、
「
P
解
」
と
「
白
日
昇
天
」
と
い
う
登
仙
法
 
 

を
意
味
す
る
神
仙
追
の
術
語
に
注
目
し
、
こ
の
二
つ
の
登
仙
法
が
 
「
上
宵
 
 

太
子
」
条
に
併
存
す
る
意
味
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
 
 

伝
記
撰
述
意
識
の
背
景
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

「
上
官
太
子
」
条
は
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
中
で
 
「
倭
武
命
」
条
の
後
、
 
 

第
二
番
目
の
伝
に
当
た
る
。
但
し
、
唯
一
「
上
宮
太
子
」
 
の
条
を
載
せ
る
 
 

大
東
急
記
念
文
痺
本
は
末
尾
部
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
全
貌
は
明
ら
 
 

か
で
は
な
い
。
以
下
、
そ
の
本
文
を
掲
げ
る
。
 
 

出
日
。
吾
迫
二
魂
神
一
所
∴
漸
渡
－
也
。
半
日
之
間
。
渡
万
里
治
摂
㌔
 
 
 

B
矧
観
山
倒
矧
重
刑
卦
 
 

霧
杏
冥
。
C
又
華
中
斐
果
駒
㌔
白
日
昇
天
。
俄
頃
之
間
。
往
」
血
還
 
 
 

刊
到
。
作
＝
十
七
粂
憲
法
血
。
始
制
自
械
之
政
一
。
作
二
四
天
王
寺
一
 
 

以
繋
」
月
氏
之
教
。
其
外
延
レ
寺
安
レ
仏
。
作
義
早
疏
経
論
㍉
不
レ
知
 

其
数
一
。
謂
一
其
妃
日
。
吾
不
レ
能
∵
∴
久
逝
こ
鱒
慢
一
。
末
レ
即
【
大
位
血
早
 
 

以
遷
化
。
天
下
之
民
。
如
レ
喪
二
考
批
。
商
貿
 
（
以
下
欠
）
 
 

現
在
見
ら
れ
る
「
上
宮
太
子
」
条
は
右
の
全
文
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
 
 

太
子
の
東
去
記
述
よ
り
以
下
が
欠
如
し
て
お
り
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
 
 

が
で
き
な
い
。
但
し
、
そ
の
欠
如
部
分
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
成
立
の
 
『
上
 
 

（
．
1
）
 
 

宮
太
子
拾
追
記
』
 
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
上
宮
太
 
 

子
拾
追
記
』
 
は
橘
寺
憎
法
空
の
手
に
よ
る
、
聖
徳
太
子
伝
の
集
大
成
で
あ
 
 

る
 
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
 
の
注
釈
書
で
あ
り
、
全
七
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
 
 

『
上
官
太
子
拾
追
記
』
 
は
巻
四
と
巻
五
の
計
三
カ
所
に
お
い
て
 
『
本
朝
神
 
 

仙
伝
』
 
を
以
下
の
如
く
引
用
し
て
い
る
。
 
 

①
本
朝
神
仙
僧
云
。
且
斎
二
眞
維
－
両
日
。
進
」
｝
迫
魂
神
一
所
二
審
渡
一
也
。
 
 

上
官
太
子
者
。
敏
速
天
皇
之
子
也
。
母
后
妃
嘗
夢
。
有
二
金
人
一
日
。
 
欲
 

ド
託
二
君
胎
一
以
弘
小
仏
法
㌔
誕
生
之
後
。
自
＝
少
年
時
・
。
聖
徳
被
 

天
下
㍉
神
輿
遍
▲
海
内
㌔
一
触
之
人
。
香
気
長
染
。
一
時
能
断
二
八
 
 

人
之
訟
。
故
称
二
八
聡
皇
子
㍉
新
羅
日
経
坪
太
子
一
日
。
敬
礼
救
 
 

世
観
世
音
。
伝
燈
東
方
粟
散
王
。
太
子
放
「
一
眉
間
光
㍉
日
羅
又
放
レ
 
 

光
。
戎
日
。
南
岳
大
師
後
身
也
。
遵
二
小
野
妹
子
於
唐
朝
㌔
渡
一
先
 
 

身
持
経
・
。
取
ふ
豊
野
来
。
太
子
閉
レ
戸
人
定
。
A
一
出
」
－
蘭
其
経
鵬
而
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半
日
之
間
。
渡
二
常
里
濾
摂
。
文
 
（
巻
四
）
 
 
 

②
本
朝
神
仙
博
云
。
彼
山
僧
日
。
英
日
金
人
乗
レ
空
架
聯
此
維
聖
 
 

衆
国
緯
。
雲
霧
杏
冥
。
文
 
（
巻
四
）
 
 

③
本
朝
神
仙
博
日
。
揖
天
蕃
年
中
。
盗
人
掘
二
其
墓
∴
 
棺
榔
不
し
朽
。
 
 

P
骸
不
レ
見
。
猶
P
解
之
類
也
。
文
 
（
巻
五
）
 
 

こ
の
三
条
の
引
用
文
の
中
で
、
①
と
②
は
そ
れ
ぞ
れ
先
に
掲
げ
た
 
『
本
 
 

朝
神
仙
伝
』
 
「
上
官
太
子
」
条
傍
線
部
 
（
稿
者
に
よ
る
。
以
下
同
）
 
の
A
 
 

と
B
に
、
細
部
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
③
は
①
と
②
に
比
べ
 
 

て
 
「
本
朝
神
仙
博
云
」
 
の
 
「
云
」
が
 
「
日
」
 
に
な
っ
て
い
る
点
と
、
①
と
 
 

②
に
見
え
な
い
撰
者
名
の
割
注
「
江
匡
房
撰
」
を
記
す
点
が
相
適
す
る
も
 
 

の
の
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
①
と
②
の
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
本
文
と
の
一
致
か
 
 

ら
す
れ
ば
、
③
を
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
逸
文
と
考
え
て
ほ
ぼ
聞
達
い
な
い
 
 

だ
ろ
う
。
野
口
博
久
氏
は
、
人
物
の
出
自
か
ら
語
り
始
め
て
、
神
通
力
に
 
 

よ
る
霊
異
や
奇
蹟
ま
た
神
仙
の
術
な
ど
を
叙
述
し
、
最
後
に
登
仙
し
て
姿
 
 

を
消
す
こ
と
で
結
ぶ
の
が
神
仙
諦
に
多
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
 
 

し
た
上
で
、
「
こ
の
一
文
は
、
「
上
官
太
子
」
条
の
末
尾
か
、
そ
れ
に
近
い
 
 

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
 
「
上
宮
太
子
」
条
に
お
け
る
③
の
 
 

T
l
）
 
 

位
置
に
つ
い
て
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
③
の
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
逸
文
に
 
 

よ
れ
ば
、
聖
徳
太
子
は
P
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戸
解
仙
と
な
っ
た
と
い
 
 

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
P
解
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。
 
 

二
 
 

『
本
朝
神
仙
伝
』
が
雷
名
に
「
本
朝
」
を
冠
し
た
理
由
は
、
『
本
朝
文
粋
』
 
 

の
命
名
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
『
本
朝
文
粋
』
 
は
小
島
濠
之
氏
に
よ
っ
て
 
 

「
唐
文
粋
が
唐
代
詩
文
の
選
集
で
あ
る
の
に
準
じ
て
、
（
中
略
）
 
本
朝
文
 
 

粋
は
本
朝
即
ち
わ
が
平
安
朝
の
詩
文
の
英
粋
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
 
 

T
エ
 
 

説
明
さ
れ
、
ま
た
、
川
口
久
雄
氏
は
 
「
『
本
朝
文
粋
』
 
の
書
名
は
 
『
唐
文
 
 

粋
』
 
に
拠
る
。
中
国
唐
代
詩
文
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
対
し
、
本
朝
詩
文
の
 
 

（
7
）
 
 

精
粋
を
あ
つ
め
た
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
 
と
さ
れ
る
。
こ
の
両
氏
が
 
 

主
張
す
る
、
『
本
朝
文
粋
』
が
宋
の
桃
絃
の
 
『
唐
文
粋
』
 
に
倣
い
命
名
さ
 
 

れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
頬
推
し
て
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
は
中
国
の
仙
伝
類
、
 
 

特
に
 
『
列
仙
伝
』
 
や
『
神
仙
伝
』
を
念
頭
に
お
い
て
命
名
、
撰
述
さ
れ
た
 
 

と
言
え
よ
う
。
 
 
 

川
口
氏
は
ま
た
奈
良
・
平
安
初
期
の
勅
撰
三
集
や
 
『
傾
風
藻
』
等
の
書
 
 

名
に
日
本
国
を
強
く
意
識
す
る
「
本
朝
」
と
か
「
扶
桑
」
と
い
っ
た
名
称
 
 

が
な
い
の
に
拘
わ
ら
ず
、
寵
弘
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
そ
の
よ
う
な
事
 
 

例
が
豊
富
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ア
イ
デ
ン
テ
イ
カ
ル
な
意
識
、
 
 

つ
ま
り
 
（
本
朝
意
識
）
 
の
表
れ
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
『
本
朝
神
仙
 
 

伝
』
 
が
誕
生
し
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
 
（
本
朝
意
識
）
 
の
潮
涜
が
あ
っ
 
 

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
 
（
本
朝
意
識
）
 
は
小
原
仁
氏
に
よ
れ
ば
、
 
 

ニ
ュ
 
 

摂
関
期
に
芽
生
え
院
政
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
仙
人
の
数
が
七
十
名
と
も
七
十
二
名
と
も
鵬
達
し
な
い
『
列
 
 

仙
伝
』
 
は
瀕
の
劉
向
撰
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
劉
向
撰
で
は
な
く
貌
 
 

背
時
代
の
文
人
が
劉
向
に
仮
託
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
一
方
で
『
神
仙
伝
』
 
 

は
晋
の
葛
洪
撰
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
動
か
ぬ
事
実
と
し
て
大
方
が
認
め
て
 
 

い
る
。
葛
洪
は
神
仙
の
実
例
集
で
あ
る
 
『
神
仙
伝
』
 
の
他
に
、
内
篇
二
十
 
 

篇
と
外
箱
五
十
篇
か
ら
成
る
 
『
抱
朴
子
』
を
も
著
述
し
て
い
る
。
『
抱
朴
 
 

子
』
 
は
神
仙
術
に
理
論
と
秩
序
を
与
え
、
そ
の
学
理
的
基
礎
を
き
ず
い
た
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T
エ
 
 

と
さ
れ
る
書
物
で
あ
る
。
 
 
 

『
抱
朴
子
』
の
名
は
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
も
数
 
 

カ
所
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
。
例
を
…
つ
挙
げ
る
と
、
『
万
葉
集
』
巻
五
・
 
 

八
九
七
番
歌
前
・
山
上
憶
良
「
沈
癖
自
衷
文
」
に
は
、
 
 

至
レ
若
二
輪
柑
扁
鶴
準
他
秦
利
緩
葛
稚
川
陶
隠
居
張
仲
景
等
∴
皆
定
在
レ
 
 

世
良
撃
、
無
レ
不
除
愈
↓
也
。
 
 

抱
朴
子
日
、
神
農
云
、
百
病
不
し
愈
、
安
得
∴
長
生
一
。
 
 

と
傍
線
を
ほ
ど
こ
し
た
よ
う
に
、
葛
洪
の
字
で
あ
る
「
萄
稚
川
」
 
の
名
称
 
 

と
 
『
抱
朴
子
』
 
の
書
名
が
見
ら
れ
、
『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
十
三
・
極
言
の
 
 

内
容
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
雑
伝
家
に
は
、
 
 

「
樹
棚
引
内
篇
廿
一
巻
 
矧
親
授
」
「
相
和
刊
外
箱
五
十
巻
 
矧
渕
撰
」
 
 

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
『
倭
名
額
架
紗
』
巻
一
水
部
・
潮
条
に
「
掛
 
 

軸
刊
云
。
天
河
輿
地
河
海
水
相
将
撃
。
五
水
相
盈
激
滴
而
成
レ
潮
」
と
見
 
 

え
、
『
医
心
方
』
巻
廿
七
に
「
相
和
刊
云
。
請
求
二
長
竿
者
必
欲
↓
楷
レ
脊
 
 

立
レ
功
慈
J
心
於
物
」
と
あ
り
、
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
五
年
（
一
〇
九
 
 

r
躇
砕
）
 
 

（
帥
暦
）
 
 

一
）
 
七
月
十
四
日
条
に
 
「
十
四
日
、
辛
未
、
暗
、
自
▼
▼
殿
下
・
以
】
有
信
朝
 
 

（
追
艮
一
〔
策
】
 
甲
、
御
堂
御
讃
時
務
発
三
巻
＝
、
不
レ
見
、
掛
軸
刊
七
巻
、
詞
林
十
巻
㍍
、
 
 

所
倍
給
血
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
江
談
抄
』
（
古
本
系
）
（
2
4
0
）
 
 

一
】
ま
、
 
 

抱
朴
子
文
云
。
文
章
与
二
栄
耀
一
。
如
二
十
尺
与
一
丈
云
々
。
 
 
 

（
1
－
｝
）
 
 

と
 
『
抱
朴
子
』
 
の
本
文
が
引
用
さ
れ
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
六
・
 
 

「
医
師
俊
則
堂
」
 
に
は
、
 
 
 

ケ
ハ
ヘ
ン
抑
カ
カ
ツ
ヰ
 
 
華
元
他
ヤ
之
二
軍
書
己
。
断
へ
テ
、
間
ハ
ン
二
徴
旨
ヲ
於
誰
レ
ノ
人
。
カ
一
。
葛
嘲
梱
 
 
 

仙
力
百
余
年
之
術
絶
望
博
ヘ
音
、
兎
モ
ト
メ
ン
二
霊
薬
ヤ
於
何
レ
ノ
虚
言
↓
。
 
 

と
、
葛
洪
の
字
で
あ
る
「
葛
稚
仙
」
 
（
「
葛
稚
川
」
と
の
音
通
か
ら
発
生
し
 
 

た
誤
り
か
）
 
が
見
え
、
葛
洪
と
霊
薬
の
関
わ
り
が
記
述
さ
れ
て
い
る
む
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
上
代
か
ら
匡
房
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
『
抱
朴
子
』
 
の
 
 

本
文
や
葛
洪
の
名
・
字
が
様
々
な
苔
に
引
か
れ
て
い
る
。
『
抱
朴
子
』
 
の
 
 

上
代
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
が
 
 

葛
洪
の
 
『
神
仙
伝
』
 
に
倣
い
命
名
さ
れ
た
こ
と
と
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
 
 

匡
膚
が
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
編
集
に
当
た
っ
て
、
特
に
 
『
神
仙
伝
』
 
と
 
 

『
抱
朴
子
』
を
念
頭
に
置
い
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
言
え
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

三
 
 

さ
て
、
上
代
か
ら
匡
房
の
時
代
ま
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
 
『
抱
朴
子
』
 
 

で
あ
る
が
、
内
篇
巻
二
・
論
仙
に
は
P
解
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
 
 

見
ら
れ
る
。
 
 

少
君
栴
レ
病
死
。
久
之
、
帝
令
レ
人
準
夷
棺
∴
無
レ
戸
、
唯
衣
冠
在
 
 
 

焉
。
接
仙
経
云
、
上
士
挙
レ
形
昇
L
虚
、
謂
二
之
天
仙
㌔
中
士
遊
二
於
 
 

名
山
∴
謂
二
之
地
仙
」
。
下
士
先
死
後
娩
、
謂
m
乏
戸
解
仙
一
。
 
 
 

傍
線
部
は
仙
人
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
引
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用
さ
れ
る
仙
人
三
段
階
論
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
肉
体
の
ま
ま
 
 

で
空
に
昇
る
の
が
天
仙
、
名
山
に
遊
ぶ
の
が
地
仙
、
こ
れ
ら
に
対
し
、
一
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

旦
死
ん
で
そ
の
後
に
も
ぬ
け
す
る
の
が
P
解
仙
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

先
述
し
た
よ
う
に
、
諸
本
と
も
欠
く
『
本
朝
神
仙
伝
』
の
「
上
官
太
子
」
 
 

条
の
末
尾
部
は
、
法
空
撰
『
上
官
太
子
拾
遺
記
』
巻
五
に
 
「
本
朝
神
仙
博
 
 

日
。
凱
天
富
年
中
。
盗
人
掘
其
墓
。
棺
梯
不
レ
朽
。
P
骸
不
レ
見
。
猶
P
 
 

解
之
額
也
。
」
と
あ
る
逸
文
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
太
子
の
「
P
解
」
を
伝
 
 

え
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

両
日
死
ぬ
こ
と
が
P
解
の
前
提
条
件
で
あ
る
の
で
、
太
子
P
解
説
の
由
 
 

来
に
つ
い
て
考
え
る
に
先
立
っ
て
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
以
前
の
成
立
で
あ
 
 

る
数
々
の
太
子
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
太
子
の
最
期
に
つ
い
て
見
て
み
た
 
 

い
。
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
廿
九
牛
条
に
は
、
「
春
二
月
己
丑
開
渠
巳
、
 
 

半
夜
厩
戸
豊
聴
耳
皇
子
命
、
磯
子
斑
鳩
宮
。
」
と
、
太
子
東
去
の
日
時
 
 

（
推
古
天
皇
廿
九
年
二
月
五
日
）
 
と
場
所
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 
 

『
上
宵
聖
徳
法
王
帝
説
』
 
（
以
下
『
帝
説
』
）
 
に
は
「
壬
午
年
二
月
廿
二
日
 
 

夜
半
。
聖
王
菓
逝
也
」
と
、
『
上
官
聖
徳
太
子
博
補
開
記
』
 
（
以
下
『
補
閲
 
 

記
』
）
 
に
は
、
「
壬
午
年
二
月
廿
二
日
靡
申
。
太
子
無
レ
病
而
礎
。
時
年
州
 
 

九
。
」
と
、
両
苔
は
 
『
日
本
書
紀
』
 
と
異
な
る
発
去
の
日
時
 
（
推
古
天
皇
 
 

三
十
年
二
月
廿
二
日
）
 
お
よ
び
発
去
時
の
年
齢
を
記
し
て
い
る
。
『
日
本
 
 

し
か
ば
ね
 
 

書
紀
』
、
『
帝
説
』
 
と
 
『
補
閥
記
』
 
に
は
太
子
の
死
に
際
し
て
の
P
の
詳
し
 
 

い
状
態
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
太
子
伝
の
集
大
成
で
あ
る
『
聖
徳
太
子
 
 

伝
暦
』
 
（
以
下
『
伝
暦
』
）
 
以
降
、
そ
れ
が
説
話
的
な
様
相
を
呈
す
る
よ
う
 
 

に
な
る
。
『
伝
暦
』
推
古
天
皇
廿
九
牛
辛
巳
春
二
月
粂
に
は
、
 
 

太
子
準
斑
鳩
宮
山
。
命
レ
妃
沐
浴
。
太
子
亦
沐
浴
。
服
¶
斯
潔
衣
袴
㌔
 
 

と 

如 あ 

るよ つ 

うに、 

太 

子の自 

・ 

死への 

ことを 

予知から、亡 

に挙 

』 

らのくなるに至る  

臥
・
太
子
副
床
一
。
明
旦
太
子
弁
妃
久
而
並
不
レ
起
。
左
右
開
J
■
殿
戸
㌔
 
 

乃
知
二
道
化
一
。
（
中
略
）
 
大
臣
携
レ
棺
。
膳
レ
赦
－
一
太
子
井
妃
。
其
容
 
 

語
レ
妃
日
。
吾
今
夕
遷
化
秦
。
子
可
二
共
去
一
。
妃
亦
服
∴
新
潔
衣
裳
 
 

其
身
太
否
。
撃
一
太
子
屍
・
。
軽
如
二
衣
服
㌔
妃
亦
同
レ
之
。
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に
 
「
太
子
答
日
。
過
去
之
因
也
。
見
身
僅
脱
及
二
千
子
孫
。
戸
解
誉
レ
仙
。
 
 

魂
胎
」
蓮
花
一
。
復
亦
何
恨
。
無
レ
可
二
如
何
・
。
天
皇
黙
然
」
と
、
太
子
が
 
 

父
用
明
天
皇
に
対
す
る
発
言
に
 
「
P
解
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
等
 
 

を
掲
げ
、
『
伝
暦
』
等
の
太
子
葬
送
場
面
の
記
述
は
そ
れ
ら
の
こ
と
を
背
 
 

景
に
し
、
葛
洪
伝
の
 
「
P
解
」
を
直
接
の
興
拠
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
 
 

の
で
、
そ
の
葬
送
場
面
の
記
述
は
「
最
早
太
子
ら
 
（
太
子
と
妃
、
稲
者
）
 
 

の
 
「
戸
解
」
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
し
か
読
み
得
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
す
 
 

（
〓
〕
 
 る
。
 
 
 

確
か
に
氏
の
説
く
よ
う
に
、
太
子
葬
送
場
面
を
記
す
「
其
容
細
レ
生
」
 
 

「
軽
卯
衣
服
」
と
い
う
記
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
葛
洪
伝
の
 
「
視
其
貌
如
平
 
 

生
」
「
其
軽
如
空
衣
」
と
い
う
記
述
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
葛
洪
伝
は
そ
 
 

の
後
「
時
成
以
鵠
屍
解
得
仙
」
と
い
う
記
述
で
締
め
く
く
り
、
葛
洪
を
P
 
 

解
仙
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
太
子
の
葬
送
場
面
 
 

に
お
け
る
 
「
其
容
細
レ
生
。
其
身
太
杏
。
撃
二
太
子
屍
山
。
軽
姐
二
衣
服
」
 
 

と
い
う
記
述
を
太
子
の
戸
解
を
語
る
に
相
応
し
い
内
容
と
認
め
て
も
よ
か
 
 

ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
『
伝
暦
』
 
の
場
合
、
葬
送
場
面
の
前
の
記
述
に
「
左
右
開
殿
 
 

戸
。
乃
如
二
遷
化
」
 
と
あ
り
、
「
遷
化
」
と
い
う
仏
教
用
語
が
見
え
る
。
 
 

加
え
て
葬
送
場
面
の
記
述
の
近
接
場
所
に
 
「
戸
解
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
 
 

れ
て
お
ら
ず
、
『
伝
暦
』
 
に
記
さ
れ
て
い
る
葬
送
場
面
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
 
 

を
持
つ
 
『
三
宝
絵
』
 
『
極
楽
記
』
 
『
法
華
験
記
』
 
に
お
い
て
も
、
い
ず
れ
も
 
 

「
P
解
」
と
い
う
語
が
見
当
た
ら
な
い
。
中
前
氏
自
身
も
言
わ
れ
て
い
る
 
 

よ
う
に
、
「
其
零
細
し
生
。
其
身
太
香
」
は
往
生
を
語
る
瑞
相
で
も
あ
る
。
 
 

三
書
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
太
子
葬
送
場
面
の
記
述
は
、
「
太
子
の
P
解
を
伝
 
 

等
一
時
解
戸
共
昇
蒼
天
」
と
記
さ
れ
て
い
る
太
子
子
孫
の
戸
解
、
『
伝
暦
』
 
 
え
る
も
の
」
と
し
て
捉
え
る
よ
り
、
戸
解
の
表
現
を
借
り
て
往
生
を
伝
え
 
 

る
も
の
と
理
解
し
た
方
が
無
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
以
前
の
諸
々
の
太
子
伝
に
は
太
子
葬
 
 

送
場
面
に
お
い
て
「
P
解
」
の
状
況
と
類
似
す
る
記
述
を
有
す
る
も
の
が
 
 

あ
り
、
太
子
の
死
を
「
戸
解
」
と
ほ
の
め
か
す
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
太
子
の
死
を
「
P
解
」
 
と
明
記
し
 
 

て
い
な
い
以
上
、
太
子
を
P
解
仙
と
明
確
に
語
り
伝
え
た
の
は
『
本
朝
神
 
 

仙
伝
』
 
が
最
初
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

前
掲
『
上
官
太
子
拾
遺
記
』
③
に
示
し
た
、
太
子
の
戸
解
を
記
す
『
本
 
 

朝
神
仙
伝
』
逸
文
の
伝
え
る
太
子
墓
盗
掘
の
記
事
内
容
は
、
『
聖
徳
太
子
 
 

伝
私
記
』
 
に
、
 
 

後
冷
泉
院
御
時
天
啓
二
年
甲
午
九
月
。
在
叫
融
惑
聖
㌔
英
名
云
二
忠
 
 

禅
。
入
雨
｛
太
子
御
廟
昭
一
。
現
二
不
可
思
議
作
法
。
慧
時
人
疑
二
太
子
 
 

御
舎
利
破
損
之
分
㍉
鵠
レ
令
－
・
注
進
一
勅
宣
り
申
下
。
以
ノ
バ
法
隆
寺
三
綱
 
 

康
仁
等
㌔
令
レ
参
－
入
御
廟
内
。
即
席
仁
奉
レ
拝
」
二
見
二
御
棺
㍉
 
叫
 
 

御
相
中
在
二
頭
骨
憫
骸
一
許
。
余
更
元
レ
者
云
々
。
或
云
三
御
棺
中
 
 

東
御
相
中
在
二
御
身
㌔
只
御
容
儀
細
二
存
日
之
時
床
上
穣
給
一
。
薫
 

実
否
廟
中
。
姐
二
心
中
月
暗
ご
翠
住
こ
随
裔
思
㌔
弼
感
涙
雛
レ
押
云
々
。
 
 

已
上
二
説
中
後
説
正
説
云
々
。
 
 

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
出
来
事
、
つ
ま
り
、
天
爵
二
年
、
語
感
聖
思
禅
 
 

に
よ
る
太
子
舎
利
の
破
損
を
検
証
す
る
た
め
、
入
廟
し
た
康
仁
が
目
の
当
 
 

た
り
に
し
た
光
景
が
二
通
り
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
記
 
 

述
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
行
研
究
に
も
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ー
＝
じ
 
 

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
天
雷
二
年
の
出
来
事
の
情
報
を
匡
房
が
得
る
こ
 
 

と
が
で
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
匡
房
は
そ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
 
『
神
仙
伝
』
 
 

や
 
『
抱
朴
子
』
 
等
が
記
す
登
仙
法
の
教
黄
知
識
を
用
い
て
、
太
子
葬
送
場
 
 

面
に
使
わ
れ
て
き
た
記
述
を
P
解
義
現
と
認
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
 
 

。
 

測
す
る
つ
ま
り
、
稿
者
は
太
子
の
最
期
を
初
め
て
明
確
に
 
「
P
解
」
 
と
 
 

讃
き
記
し
た
の
が
匡
房
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
 

こ
こ
で
冒
頭
に
掲
げ
た
 
「
上
官
太
子
」
条
の
傍
線
部
C
に
、
「
白
目
昇
 
 

天
」
 
と
い
う
登
仙
法
を
意
味
す
る
神
仙
道
の
術
語
の
存
す
る
こ
と
に
注
目
 
 

し
た
い
。
『
抱
朴
子
』
巻
五
・
至
理
に
は
、
 
 

河
南
密
願
、
有
二
卜
成
老
∴
…
撃
レ
道
程
久
、
乃
輿
義
人
離
ま
、
其
 
 
 

始
歩
神
南
、
送
入
嚢
中
不
顔
見
㍉
此
副
謝
剰
‥
顧
轍
鮒
1
白
 

昇
天
、
仙
之
上
者
也
。
 
 

と
、
卜
成
と
い
う
者
の
登
仙
の
様
子
が
描
か
れ
る
場
面
に
、
「
白
日
昇
天
」
 
 

と
い
う
譜
が
見
ら
れ
る
 
（
傍
線
部
）
。
傍
線
部
を
第
三
節
で
挙
げ
た
仙
人
 
 

三
段
階
論
に
あ
る
「
上
土
挙
レ
形
昇
レ
虚
、
謂
二
之
天
仙
」
と
併
せ
て
見
れ
 
 

ば
、
「
白
日
昇
天
」
と
は
地
仙
と
P
解
仙
に
並
ぶ
ま
た
は
そ
の
上
に
位
置
 
 

す
る
、
「
仙
の
上
な
る
も
の
」
と
し
て
の
天
仙
に
特
有
の
登
仙
法
で
あ
る
 
 

こ
と
が
分
か
る
。
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
は
聖
徳
太
子
を
「
猶
P
解
之
顆
也
」
 
 

と
記
す
一
方
で
、
太
子
の
黒
駒
に
乗
っ
て
の
 
「
白
日
昇
天
」
を
「
又
乗
 

甲
斐
黒
駒
㌔
白
日
昇
天
」
と
記
す
。
一
つ
の
伝
に
二
つ
の
登
仙
法
が
同
 
 

時
に
存
在
し
、
し
か
も
「
白
日
昇
天
」
 
し
て
後
に
 
「
戸
解
」
す
る
。
こ
の
 
 

矛
盾
す
る
現
象
に
つ
い
て
、
中
前
正
志
氏
は
、
黒
駒
に
乗
っ
て
の
 
「
白
日
 
 

昇
天
」
 
は
本
来
の
天
仙
へ
の
登
仙
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
飛
 
 

行
す
る
意
味
に
止
ま
っ
て
い
る
と
論
じ
、
「
白
日
昇
天
」
 
と
 
「
戸
解
」
 
が
 
 

〔
仁
∵
 
 

同
時
に
存
在
す
る
「
上
宮
太
子
」
条
の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 
 
 

馬
に
乗
っ
て
空
を
飛
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
穆
天
子
に
ま
つ
わ
る
話
が
 
 

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
穆
天
子
は
周
の
第
五
代
の
壬
で
あ
り
、
箆
嵩
山
で
 
 

西
王
母
と
詩
の
唱
和
を
交
わ
し
、
治
世
中
に
釈
迦
が
入
滅
し
た
等
の
伝
説
 
 

を
残
す
こ
と
で
名
高
い
。
『
補
闘
記
』
 
や
 
『
伝
暦
』
 
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
 
 

太
子
の
黒
駒
説
話
に
つ
い
て
、
中
村
宗
彦
氏
は
穆
天
子
説
話
と
の
関
連
か
 
 

ら
 
「
太
子
の
黒
駒
説
話
は
、
ほ
ぼ
周
穆
王
の
誠
に
よ
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
 
 

換
骨
奪
胎
し
た
も
の
」
と
推
定
し
、
太
子
の
黒
鯛
説
話
は
太
子
の
奇
瑞
繹
 
 

・
〓
，
 
 

が
待
望
さ
れ
た
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
 
 
 

中
前
正
志
氏
も
穆
天
子
説
話
の
関
連
等
か
ら
、
 
 

『
本
朝
神
仙
伝
』
 
が
、
累
駒
に
乗
っ
て
の
飛
行
に
よ
り
明
確
な
形
で
 
 

神
仙
性
を
付
与
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
あ
る
い
は
、
右
に
見
た
よ
 
 

う
な
「
白
日
昇
天
」
 
は
、
自
ら
の
仙
伝
中
に
ぜ
ひ
と
も
取
り
入
れ
た
 
 

い
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
あ
ま
り
、
右
の
よ
う
な
ズ
 
 

レ
が
生
じ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
軽
率
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
 
 

そ
の
ズ
レ
を
承
知
の
上
で
、
敢
て
「
白
日
昇
天
」
と
し
た
の
な
ら
、
 
 

か
な
り
強
引
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 

｛
n
一
 
 

と
述
べ
、
そ
し
て
注
に
お
い
て
 
「
恐
ら
く
後
者
か
」
と
推
測
す
る
。
 
 
 

中
前
氏
の
見
解
に
従
う
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
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臣
育
僚
悉
持
■
飽
海
、
従
し
帝
而
升
。
撃
帝
弓
。
及
龍
鷲
抜
而
弓
 
 

墜
、
翠
臣
不
レ
得
L
従
。
仰
1
望
帝
而
悲
舵
。
故
後
憮
以
其
鹿
島
 
 

鼎
湖
。
名
一
其
弓
馬
一
鳥
既
焉
。
 
 

渡
線
部
A
は
黄
帝
の
P
解
を
記
す
も
の
で
、
波
線
部
B
は
あ
る
仙
寮
＝
の
 
 

内
容
を
引
き
、
輿
帝
が
絶
に
迎
え
ら
れ
て
昇
天
し
た
こ
と
を
記
す
も
の
で
 
 

あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
話
に
黄
帝
の
P
解
説
と
 
 

昇
天
説
が
併
存
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
黄
帝
は
炎
帝
を
破
り
、
揖
尤
 
 

を
倒
し
て
天
下
を
統
一
し
、
養
蚕
・
舟
車
・
文
字
・
音
律
・
医
学
・
算
数
 
 

な
ど
を
制
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
数
々
の
憧
業
を
遂
げ
た
人
物
と
さ
れ
、
 
 

炎
帝
と
と
も
に
渾
民
族
の
始
祖
と
し
て
尊
ば
れ
、
様
々
な
伝
説
を
残
し
て
 
 

い
る
。
右
の
 
『
列
仙
伝
』
 
「
黄
帝
」
 
の
粂
は
そ
の
中
の
山
つ
で
あ
る
。
 
 
 

黄
帝
昇
天
説
は
後
の
 
『
史
記
』
巻
十
二
・
孝
武
本
紀
と
巻
二
十
八
・
封
 
 

『
本
朝
神
仙
伝
』
 
が
本
来
の
意
味
か
ら
の
逸
脱
を
承
知
し
な
が
ら
、
敢
え
 
 

て
 
「
白
日
昇
天
」
を
太
子
伝
に
取
り
入
れ
た
理
由
は
、
黒
駒
説
話
に
神
仙
 
 

性
を
付
与
さ
せ
る
た
め
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
 
 

そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
 
 
 

ま
ず
、
『
日
本
国
見
在
吉
目
録
』
維
伝
家
に
そ
の
雷
名
が
見
え
る
 
『
列
 
 

仙
伝
l
』
巻
上
「
黄
帝
」
 
の
条
か
ら
見
て
い
こ
う
。
 
 

‘
1
′
＼
一
／
ヽ
ノ
し
ノ
≒
 
 
 
 
 
 
…
 
 
 
 
 
 
J
重
し
、
．
き
 
 
 
 
 
 
妻
ノ
し
ノ
し
】
√
＼
ノ
ー
 
空
無
し
P
、
唯
観
点
在
焉
。
B
仙
讃
云
、
 
 

黄
帝
者
、
親
日
二
軒
帳
－
。
能
勢
け
百
神
∴
朝
雨
使
レ
之
。
弱
而
能
諾
。
 
 

聖
而
預
如
。
細
物
之
紀
。
自
以
島
雲
師
。
有
龍
形
。
白
澤
 
 

糊
於
刑
山
之
下
。
鼎
成
。
 
 

亡
日
、
輿
Ⅵ
群
臣
鮮
。
A
至
1
於
卒
∴
 
還
葬
 
 

§
ノ
し
ノ
t
ヽ
§
（
、
ノ
し
ノ
L
ヽ
ノ
＼
ノ
、
－
′
ゝ
ノ
し
）
し
、
 
 

胡
駕
下
迎
、
帝
乃
升
天
。
翠
 
 

（
J
ノ
§
ノ
し
ヽ
き
ノ
し
l
／
ヽ
√
＼
ノ
し
ノ
．
1
′
し
l
喜
 
黄
帝
採
首
山
之
銅
。
錯
 
 

＼
ノ
蔓
L
ヽ
′
r
＼
ノ
1
2
 
 

楯
山
一
。
山
朋
、
柩
 
 

禅
書
に
次
の
よ
う
に
ほ
ぼ
同
文
の
内
容
で
記
さ
れ
る
。
 
 

黄
帝
采
唐
山
網
、
鋳
＝
鼎
於
剃
山
下
・
。
鼎
既
成
、
有
レ
龍
轟
〓
胡
黒
 
 

飛
1
絶
於
鼎
湖
∵
∪
葛
由
笹
木
1
T
・
羊
於
桜
山
ご
 
と
、
黄
帝
の
昇
天
を
記
 
 

す
と
思
わ
れ
る
記
述
が
残
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
『
列
仙
伝
』
 
『
神
仙
伝
』
 
と
 
『
史
記
』
 
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
 
 

の
節
ハ
帝
昇
天
説
は
、
東
浬
の
王
充
『
論
衡
』
遣
虚
篇
で
は
次
に
掲
げ
る
よ
 
 

う
に
少
し
変
わ
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
n
 
 

ノ
r
）
．
1
ヽ
′
㌧
1
′
－
‘
ヽ
′
ヽ
′
＼
ノ
～
し
く
喜
ゝ
′
ン
し
I
J
＼
l
、
ノ
L
▲
′
宅
ノ
く
 
 
 
 
 
…
 
 
 
 
 
し
ノ
し
．
ノ
ー
〉
し
ノ
l
′
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
2
 
 

儒
書
言
、
イ
黄
帝
採
・
首
山
銅
、
鋳
山
鼎
於
別
山
下
。
鼎
既
成
、
有
し
 
 

′
＼
′
ヽ
r
っ
r
J
し
ノ
ー
r
ヽ
′
ヽ
r
ヽ
－
室
ノ
§
．
√
ヽ
ノ
し
J
一
ヽ
ノ
）
r
〉
ヽ
（
≦
ノ
く
ノ
く
ノ
し
ノ
ー
ノ
し
く
ノ
し
ノ
＼
喜
ノ
し
ノ
し
ノ
 
 
 
 
 
 
…
 
 
 
 
 
 
ノ
L
ノ
＼
 
 

能
面
三
朝
鷲
、
下
迎
－
歯
ハ
帝
。
黄
帝
上
騎
レ
砲
。
箪
臣
後
宮
従
レ
上
七
 
 

…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
し
室
．
√
）
㌧
J
ぐ
ノ
．
＼
ノ
し
ノ
し
ー
′
＼
ノ
し
1
′
＼
′
し
■
壱
ノ
し
ノ
ノ
、
く
ノ
し
弓
◆
l
）
－
」
ノ
し
董
ヽ
き
ノ
L
ノ
し
．
′
〉
壱
 
 

十
鯨
人
。
龍
乃
上
去
、
繚
小
臣
不
レ
得
し
上
、
乃
悉
持
鹿
髭
T
、
龍
覧
 
 

／
＼
ノ
ー
ヽ
〕
妻
婁
ノ
L
ノ
し
、
ノ
し
一
r
＼
／
し
ノ
L
－
「
ヽ
r
㍉
ノ
し
ノ
し
J
r
ゝ
－
）
（
I
一
し
、
し
ぐ
■
〔
1
r
）
r
ノ
ヽ
（
ノ
㌧
√
）
し
′
う
（
′
ヽ
仁
ノ
＼
r
’
1
㌔
′
＼
′
㌧
ノ
し
．
こ
ノ
ト
J
し
．
／
し
1
 
 

抜
、
堕
黄
帝
之
弓
▲
。
百
姓
仰
望
。
黄
帝
既
上
レ
天
、
乃
抱
二
其
弓
輿
 
 

ノ
し
1
′
＼
′
し
ー
r
）
し
J
し
ノ
＼
／
ヽ
√
ヽ
r
）
－
r
室
一
r
l
ノ
l
l
l
＼
ノ
r
〉
く
J
 
 
 
 
…
 
 
 
 
、
ノ
L
J
r
J
－
）
㌧
ノ
L
′
ヽ
／
ヽ
．
ヽ
／
）
．
モ
ー
ヽ
／
と
蔓
ヽ
′
＼
ノ
と
ノ
し
、
 
 

龍
胡
腎
押
紙
。
故
後
世
国
共
應
目
▼
鼎
湖
、
其
弓
日
鳥
鍍
。
ロ
 
 

′
＼
ノ
‘
ヽ
′
2
I
く
J
し
ノ
＼
／
＼
r
l
（
J
し
1
r
ヽ
′
＼
′
＼
′
＼
／
＼
′
＼
／
㌧
′
＼
／
㌧
′
＼
ノ
㌔
′
 
ノ
ー
ヽ
√
ヽ
ノ
t
J
√
－
一
（
J
し
ノ
㌧
′
㌧
′
ヽ
r
－
r
♪
し
ノ
L
′
＼
／
－
き
ノ
ヒ
ノ
ー
）
≧
＼
ノ
、
〉
＼
－
√
＼
ノ
㌧
ノ
L
）
′
＼
ノ
ト
＼
′
＼
 
 

太
史
公
記
誅
五
帝
亦
云
、
黄
帝
封
押
已
仙
去
、
翠
臣
鯛
∵
其
衣
冠
∴
 
 

ノ
l
1
．
＼
r
＼
ノ
l
）
r
ヽ
ノ
．
ヽ
（
－
i
l
ヽ
ノ
し
′
＼
ノ
∫
＼
 
 
 

国
葬
1
埋
之
。
目
、
此
虚
言
也
。
…
…
案
黄
帝
弊
政
橋
山
∴
猶
日
 

。
 

群
臣
葬
簸
衣
冠
審
騎
し
能
面
升
し
天
、
衣
不
し
離
レ
形
。
如
封
禅
己
 
 

仙
去
、
衣
冠
亦
不
レ
思
し
遺
む
 
 

ま
た
、
『
神
仙
伝
』
 
の
序
に
も
「
周
背
跨
素
ノ
鶴
於
縦
氏
。
粁
穣
控
三
 
 

下
迎
痍
帝
。
黄
帝
上
潮
、
翠
臣
後
宮
従
レ
上
者
七
十
繰
入
、
龍
乃
 
 

上
去
。
鯨
小
臣
不
レ
得
L
上
、
乃
悉
持
読
墜
得
、
龍
雑
技
、
暗
㌻
黄
帝
 
 

之
弓
。
百
姓
仰
ノ
望
黄
帝
一
既
上
し
天
、
乃
抱
∴
其
弓
輿
胡
＃
…
統
、
 
 

故
後
世
因
各
其
底
日
鼎
湖
、
其
弓
日
▲
烏
統
一
。
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つ
ま
り
、
王
充
は
先
引
の
 
『
史
記
』
 
と
酷
似
す
る
内
容
を
持
つ
あ
る
備
 
 

蓄
 
（
波
線
部
イ
）
 
と
 
『
史
記
』
 
（
波
線
部
ロ
）
 
に
記
さ
れ
る
黄
帝
昇
天
説
 
 

を
引
い
た
後
に
、
傍
線
部
「
鳳
凰
劃
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
二
讃
に
 
 

記
さ
れ
て
い
る
黄
帝
の
誉
仙
を
否
定
し
、
さ
ら
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
 
 

る
。
 
 
 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
論
衡
』
よ
り
後
の
成
立
で
あ
る
 
『
抱
朴
子
』
 
 

内
篇
巻
十
三
・
極
言
に
は
、
 
 

式
日
。
黄
帝
番
仙
者
。
橋
山
之
塚
。
又
何
馬
乎
。
抱
朴
子
答
日
。
接
 
 

ノ
＼
ノ
〔
ノ
し
≦
ノ
ト
＼
く
 
 

刑
山
綬
及
絶
首
記
。
皆
云
黄
帝
服
r
神
丹
之
後
一
。
B
龍
釆
迎
レ
之
。
箪
 
 

臣
追
慕
。
靡
レ
所
レ
措
レ
思
。
或
取
二
其
几
杖
・
。
立
レ
廟
而
祭
し
之
。
或
 
 

但
観
点
在
焉
。
比
論
説
経
レ
異
。
要
於
為
レ
仙
也
。
言
〝
黄
帝
仙
者
。
 
 

見
二
於
遺
書
及
百
家
之
説
∵
者
甚
多
。
而
儒
家
不
レ
筒
三
畢
一
奇
怪
▲
。
開
 
 
 

異
塗
一
。
務
∵
幣
祀
教
↓
。
而
神
仙
之
事
。
不
レ
可
二
以
訓
一
し
俗
。
故
云
 

其
死
㌔
 
以
杜
二
民
心
一
耳
。
 
 

と
あ
る
よ
う
に
、
『
論
衡
』
 
の
提
示
し
た
疑
問
を
黙
殺
し
、
黄
帝
の
最
期
 
 

に
つ
い
て
な
お
P
解
と
昇
天
の
両
説
を
取
り
入
れ
、
逆
に
儒
家
の
黄
帝
登
 
 

仙
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
を
批
判
す
る
。
 
 
 

先
述
し
た
よ
う
に
、
『
列
仙
伝
』
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
 
に
そ
の
 
 

書
名
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
 
『
抱
朴
子
』
 
の
日
本
に
お
け
る
上
代
 
 

か
ら
の
受
容
ぶ
り
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
黄
帝
の
最
期
に
つ
い
て
、
P
解
 
 

説
と
昇
天
説
の
二
説
は
と
も
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
と
考
え
た
方
が
自
 
 

敬
二
其
衣
冠
㍉
葬
而
守
レ
之
。
A
列
仙
博
云
。
黄
帝
白
描
亡
日
 
 

以
勿
レ
失
能
鯛
。
兼
知
＝
未
然
㍉
 
 

と
あ
る
。
林
幹
弥
氏
は
「
生
而
能
苫
、
有
可
垂
智
一
」
お
よ
び
「
兼
知
二
未
 
 

然
」
 
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
傍
線
部
は
 
『
史
記
』
省
一
・
五
帝
本
紀
 
 

第
鵬
・
黄
帝
本
紀
に
「
黄
帝
者
、
少
典
之
子
、
姓
公
孫
、
名
日
軒
嬢
∴
 
 

到
面
相
矧
1
矧
耐
矧
首
1
酬
耐
御
矧
1
風
面
矧
観
1
劇
耐
脚
矧
」
と
あ
る
 
 

傍
線
部
の
記
述
や
、
『
神
仙
伝
』
老
子
に
 
「
生
而
能
吉
」
 
と
あ
る
記
述
を
 
 

挙
げ
、
『
日
本
書
紀
』
 
の
 
「
太
子
の
名
号
の
説
明
説
話
は
、
彼
を
神
仙
道
 
 

■
「
▼
 
の
道
を
得
た
黄
帝
・
老
子
に
な
ぞ
ら
え
て
で
き
た
も
の
」
と
す
る
。
こ
れ
 
 

は
き
わ
め
て
重
要
な
指
摘
で
、
彼
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
 
 

も
に
今
日
に
な
っ
て
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
 
 
 

実
は
柿
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
 
『
史
記
』
黄
帝
本
紀
以
上
に
、
『
日
本
 
 

書
紀
』
と
叛
似
す
る
表
現
が
 
『
革
文
類
架
』
巻
十
一
・
帝
王
部
一
に
次
の
 
 

よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

然
で
あ
ろ
う
。
匡
扇
が
太
子
の
最
期
を
 
「
P
解
」
 
と
認
定
す
る
一
方
で
、
 
 

敢
え
て
 
「
白
日
昇
天
」
を
も
同
時
に
太
子
伝
に
取
り
入
れ
た
背
景
に
は
こ
 
 

う
し
た
黄
帝
伝
説
の
投
影
を
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
日
 
 

本
に
お
け
る
瀕
籍
享
受
の
結
果
と
も
言
え
よ
う
し
、
院
政
期
に
台
頭
し
た
 
 

（
川
）
 
 

（
本
朝
意
識
）
 
の
影
響
の
下
に
生
じ
た
匡
房
の
 
（
対
中
華
意
識
）
 
の
表
れ
 
 

と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
聖
徳
太
子
と
黄
帝
と
の
関
連
は
 
『
日
本
讃
紀
』
 
に
既
に
見
 
 

ら
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
元
年
夏
四
月
粂
に
は
、
 
 

立
二
廠
戸
豊
聴
耳
皇
子
∴
飽
二
皇
太
子
山
。
仏
経
摘
政
。
以
血
商
機
扉
悉
 
 
 

委
焉
。
…
…
割
闇
闇
剖
副
」
矧
」
野
洲
雪
が
及
レ
壮
、
一
間
∵
十
人
訴
一
、
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史
記
封
禅
書
日
。
乱
帝
得
憾
上
天
。
翠
臣
葬
二
其
衣
冠
一
。
…
…
抱
朴
子
 
 
 

日
。
黄
帝
到
耐
飽
葡
。
役
－
使
百
董
㌔
可
レ
謂
一
天
授
自
然
概
レ
之
者
㌔
 
 
 

猶
復
不
敵
端
坐
〓
哩
間
道
。
故
障
王
屋
一
両
受
二
丹
経
。
華
鼎
湖
面
 
 
 

飛
流
珠
一
。
翠
睦
胴
｛
而
問
二
贋
成
㌔
 
 

『
抱
朴
子
』
 
の
内
容
が
引
か
れ
る
二
重
傍
線
部
の
記
述
が
、
先
の
 
『
日
本
 
 

讃
紀
』
 
の
二
重
傍
線
部
と
全
く
同
文
の
形
で
見
ら
れ
る
。
こ
の
記
述
は
今
 
 

日
見
ら
れ
る
『
抱
朴
子
』
巻
十
三
・
極
言
に
「
昔
黄
租
到
耐
矧
割
、
役
使
 
 

百
逓
、
可
謂
天
授
自
然
之
慨
者
也
。
」
 
と
あ
る
よ
う
に
、
全
く
同
形
の
記
 
 

述
で
残
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
林
氏
の
説
く
聖
徳
太
子
を
黄
帝
と
見
立
 
 

て
よ
う
と
し
た
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
証
明
す
る
こ
と
と
な
ろ
 
 

一
つ
し
 
 
 

さ
ら
に
、
『
江
談
抄
』
 
は
古
本
系
本
に
も
頬
柴
本
系
本
に
も
穆
天
子
お
 
 

よ
び
黄
帝
関
連
の
記
述
が
あ
る
。
以
下
の
①
か
ら
④
は
穆
天
子
に
つ
い
て
 
 

の
記
述
で
あ
り
、
⑤
⑥
は
黄
帝
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
 
 

①
匡
衡
序
云
。
堵
池
賦
請
。
往
来
於
春
宵
之
月
。
春
宵
事
有
所
見
 
 

哉
。
被
レ
答
云
。
可
レ
見
＝
嘲
刃
刊
博
l
r
。
件
讃
六
軍
書
也
。
茸
四
時
。
 
 

然
別
春
字
有
レ
所
レ
拠
欺
云
々
。
 
 

（
古
本
系
 
（
3
6
〉
）
 
 

②
故
土
御
門
右
府
御
草
作
文
。
紅
葉
請
序
作
云
。
嵐
個
二
準
騨
周
販
暁
。
 
 

注
讃
云
。
華
職
者
赤
馬
也
。
兄
▲
樹
刃
罰
傾
二
云
々
。
右
府
御
覧
其
 
 

注
・
。
被
レ
偶
力
口
件
責
二
云
々
。
 
 

（
古
本
系
（
3
7
）
）
 
 
 

③
梁
元
昔
遊
 
春
王
之
月
漸
落
 
周
穆
折
合
 
西
母
之
事
故
レ
 
 
 

刷
畑
∴
誹
晶
…
 
 

④
泰
皇
泰
山
之
雨
 
風
消
二
黄
雀
之
跡
｛
 
周
穆
長
坂
之
雲
 
汗
収
 

射
脚
a
矧
紺
声
㌦
 
 

（
精
察
本
系
六
－
望
 
 
 

⑤
左
府
竹
越
和
歌
序
。
可
し
謂
一
優
妾
∵
。
伯
改
二
覿
剰
々
東
∵
。
為
∵
炎
 
 

帝
々
魁
－
者
。
弥
美
欺
。
足
文
選
成
文
也
。
予
云
。
黄
帝
々
東
者
。
 
 

今
少
許
和
歌
序
覚
候
欺
。
帥
被
レ
命
云
。
尚
下
旬
。
赤
人
々
丸
L
．
。
 
 

我
始
テ
作
ム
日
ハ
尚
片
方
細
川
可
レ
作
也
。
 
 

（
古
本
系
（
6
2
）
）
 
 

⑥
帰
嵩
鶴
舞
日
高
見
 
飲
洞
電
界
雲
不
レ
残
潮
Ⅶ
加
誹
L
 
 

件
以
言
請
、
被
レ
講
之
時
、
以
言
即
為
－
講
師
、
読
二
件
句
之
 
 

時
、
将
嵩
二
手
飲
洞
二
字
、
音
連
J
説
之
山
。
若
有
二
其
由
…
欺
云
々
。
 
 

為
憲
朝
臣
同
在
．
其
座
。
件
朝
臣
毎
文
場
所
随
身
之
嚢
、
名
日
 
 

書
嚢
∴
此
人
二
抄
等
▼
之
器
也
。
聞
レ
講
ノ
此
詩
一
不
レ
堪
二
情
感
∴
 
 

人
頭
於
襲
而
滞
涙
数
行
、
時
人
或
感
戎
笑
云
々
。
慶
滋
為
政
同
 
 

在
二
此
座
∴
後
日
難
日
、
此
請
犯
■
■
忌
諦
∴
竜
昇
字
尤
可
レ
避
レ
之
。
 
 

此
劃
剰
矧
捌
剖
也
云
々
。
以
言
聞
し
之
微
笑
不
二
敢
陳
二
言
㌔
大
 
 

略
不
レ
足
レ
言
欺
。
 
 

（
類
緊
本
系
四
i
9
2
）
 
 

こ
の
中
で
特
に
⑥
に
 
「
黄
帝
登
遇
事
」
 
と
見
え
る
記
述
は
興
味
深
い
も
 
 

の
で
あ
る
。
『
江
談
抄
』
 
に
収
綜
さ
れ
て
い
る
穆
天
子
と
黄
帝
に
関
す
る
 
 

①
か
ら
⑥
の
記
述
は
、
「
太
子
伝
」
 
に
黄
帝
伝
説
と
穆
天
子
説
話
が
投
影
 
 

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
裏
付
け
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
を
黄
帝
に
見
立
て
て
形
象
化
す
る
こ
と
ば
『
日
 
 

本
書
紀
』
 
に
す
で
に
見
ら
れ
、
そ
れ
を
匡
扇
が
 
「
白
日
昇
天
」
を
黒
駒
説
 
 

後
中
吉
王
被
レ
難
云
、
既
而
下
無
小
句
有
此
句
、
文
時
之
忽
 
 

忙
也
。
文
政
源
右
府
命
云
、
梁
元
老
緋
▼
不
吉
之
帝
∴
 
作
レ
之
取
 

一
端
也
。
春
王
台
也
、
梁
元
締
L
作
也
。
．
 
（
頬
異
本
系
六
蔓
2
3
）
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話
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
形
で
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
に
取
り
込
み
、
黄
帝
に
 
 

比
肩
す
べ
き
太
子
像
を
作
り
上
げ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
匡
肩
の
撰
述
意
識
に
 
「
中
国
文
明
へ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
」
 
が
 
 

強
く
根
付
い
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
根
対
助
氏
は
 
 

『
江
談
抄
』
 
に
記
さ
れ
て
い
る
「
吉
備
人
膚
間
事
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
 
 

説
話
を
「
平
安
朝
の
知
的
状
況
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
事
実
圭
中
国
文
明
へ
 
 

の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
」
を
示
す
一
つ
の
証
と
見
、
森
正
人
氏
は
『
続
本
朝
 
 

往
生
伝
』
の
「
大
江
定
基
」
条
に
つ
い
て
、
「
飛
鉢
繹
に
あ
っ
て
寂
照
二
大
 
 

▲
h
一
 
 

江
定
基
、
稿
者
）
 
は
、
唐
土
へ
の
劣
等
意
識
に
ね
ぎ
す
と
こ
ろ
の
対
抗
意
 
 

識
・
慢
越
意
識
を
体
現
す
べ
く
形
象
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
こ
の
他
、
 
 

巨
肩
が
晩
年
に
藤
原
実
兼
を
相
手
に
、
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
一
、
『
朝
野
 
 

へ
拍
｝
 
 

群
戟
』
巻
二
十
に
収
載
さ
れ
て
い
る
自
筆
の
 
「
高
腰
返
牒
」
を
、
「
米
朝
 
 

哲
人
云
。
宋
天
子
有
三
種
愛
賞
翫
之
句
。
以
二
百
金
一
換
二
〓
稿
一
之
句
也
」
 
 

と
自
負
し
た
話
に
つ
い
て
は
、
小
峯
利
明
氏
が
 
「
高
膣
返
牒
」
 
の
述
作
さ
 
 

れ
た
背
景
を
詳
細
に
分
析
し
、
「
宋
天
子
の
貰
讃
は
巨
頭
自
身
の
仕
か
け
た
 
 

仮
構
で
は
な
い
か
」
 
と
新
た
な
問
題
提
起
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
 
 

け
て
小
川
豊
生
民
は
、
「
都
督
自
賛
事
」
 
は
 
『
自
民
長
慶
集
』
 
の
序
文
を
 
 

へ
川
）
 
 

原
資
料
と
し
て
書
き
換
え
た
と
し
た
上
で
、
「
『
江
談
抄
』
 
の
中
国
関
係
説
 
 

話
は
、
中
国
文
明
へ
の
ア
ン
ビ
ヴ
ア
レ
ン
ト
な
意
識
！
劣
等
意
識
と
そ
の
 
 

裏
返
し
と
し
て
の
対
等
も
し
く
は
優
越
意
識
と
の
混
在
毒
に
よ
っ
て
基
底
 
 

が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
る
」
 
と
指
摘
す
る
。
最
近
で
は
吉
原
活
人
氏
が
 
 

小
峯
氏
や
小
川
氏
の
論
説
を
国
定
し
た
上
で
、
大
江
匡
衡
や
白
居
易
の
関
 
 

u
郡
用
 
 

達
か
ら
 
「
高
願
返
牒
」
 
の
作
成
に
秘
め
ら
れ
た
背
景
を
論
述
し
て
い
る
。
 
 
 

『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
 
「
上
官
太
子
」
粂
が
撰
述
さ
れ
た
背
景
に
も
こ
れ
 
 

へ
り
ご
 
 

ら
の
論
説
と
同
じ
よ
う
な
（
本
朝
意
識
）
 
（
対
中
華
意
識
）
が
底
流
し
て
 
 

い
る
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

以
上
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
の
「
上
官
太
子
」
条
寓
よ
び
『
上
官
太
子
拾
 
 

追
記
』
巻
五
所
収
『
本
朝
神
仙
伝
』
逸
文
に
見
ら
れ
る
「
白
日
昇
天
」
と
 
 

「
P
解
」
と
い
う
、
誉
仙
法
を
意
味
す
る
神
仙
道
の
術
語
で
あ
る
二
つ
の
 
 

語
に
注
目
し
、
天
仙
の
登
仙
法
と
P
解
仙
の
登
仙
法
が
同
時
に
聖
徳
太
子
 
 

に
適
用
さ
れ
て
い
る
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
 

以
前
の
太
子
伝
に
太
子
戸
解
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
 
 

匡
屠
が
天
蕃
二
年
の
出
来
事
に
触
発
さ
れ
、
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
『
伝
暦
』
 
 

に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
以
前
の
太
子
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
太
子
葬
送
場
面
の
 
 

記
述
を
、
「
戸
解
」
と
認
定
し
改
変
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
 
 

述
べ
た
。
ま
た
、
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
 
「
太
子
伝
」
 
に
お
け
る
 
「
白
日
昇
 
 

天
」
 
と
い
う
語
が
、
本
来
の
天
仙
の
登
仙
法
と
い
う
意
味
を
失
っ
て
い
る
 
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
匡
房
が
敢
え
て
そ
れ
を
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
に
取
り
入
 
 

れ
た
の
は
、
中
国
の
穆
王
説
話
と
黄
帝
伝
説
を
強
く
意
識
し
た
結
果
で
は
 
 

な
い
か
と
推
測
し
た
。
今
後
は
 
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
他
の
謡
お
よ
び
匡
房
 
 

の
他
の
作
品
と
の
関
連
か
ら
匡
房
の
述
作
意
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
 
 

深
め
て
い
き
た
い
。
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注
 
 

（
1
）
 
 

（
り
－
）
 
 

（
3
）
 
 

（
4
）
 
 

．・一－、 ′一・、      （  
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（
5
）
 
 

（
6
）
 
 

（
7
）
 
 

（
8
）
 
 

（
9
）
 
 

（
1
0
）
 
 

川
口
久
雄
『
三
訂
 
平
安
朝
日
本
滞
文
学
史
の
研
究
 
下
』
八
四
六
頁
 
明
治
 
 

書
院
一
九
八
八
年
 
 

中
前
正
志
「
新
出
∵
『
本
朝
神
仙
伝
』
武
内
宿
禰
伝
逸
文
に
つ
い
て
」
 
『
古
代
文
 
 

化
』
 
五
五
号
 
二
〇
〇
三
年
六
日
 
 

平
林
感
得
「
「
本
朝
神
仙
伝
」
の
解
剖
」
説
話
文
学
会
編
説
話
文
学
会
会
報
十
 
 

三
号
覆
刻
 
岩
田
書
院
一
九
九
三
年
 
 

日
本
古
典
全
書
『
古
本
説
話
集
 
本
朝
神
仙
伝
』
 
同
話
の
頭
注
に
 
「
『
上
宮
太
子
 
 

拾
追
記
』
 
に
 
「
本
朝
神
仙
僧
日
。
凱
天
啓
年
中
。
盗
人
掘
γ
恵
ハ
墓
■
。
棺
鰯
不
レ
 
 

朽
。
P
骸
不
レ
見
。
猶
戸
解
之
顆
也
。
（
巻
四
）
 
」
と
あ
る
 
（
初
版
本
に
見
え
 
 

ず
）
。
野
口
博
久
氏
は
こ
れ
を
受
け
て
 
「
『
本
朝
神
仙
伝
』
 
の
上
宮
太
子
説
話
に
 
 

つ
い
て
－
同
書
逸
文
の
持
つ
意
味
－
」
 
（
『
今
昔
研
究
年
報
』
 
第
二
号
一
九
八
 
 

八
年
）
 
に
お
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
紹
介
す
る
。
 
 

注
 
（
4
）
 
野
口
氏
論
文
。
 
 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻
 
文
筆
秀
凝
集
 
本
朝
文
粋
』
 
（
岩
波
書
店
 
 

一
九
六
四
年
）
 
二
八
頁
解
説
を
参
照
。
 
 

『
平
安
朝
の
漢
文
学
』
 
二
〇
一
頁
 
吉
川
弘
文
館
 
一
九
八
州
牛
 
 

小
原
仁
「
摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
本
朝
意
識
の
構
造
」
 
『
日
本
古
代
中
世
史
論
 
 

考
』
 
吉
川
弘
文
館
 
山
九
八
七
年
 
 

下
出
横
与
『
神
仙
思
想
』
 
六
員
吉
川
弘
文
館
一
九
六
八
年
 
 

現
行
『
抱
朴
子
』
 
（
楊
明
照
撰
『
抱
朴
子
外
篇
校
箋
』
中
華
書
局
一
九
九
七
 
 

牛
）
 
外
箱
巻
三
十
二
・
尚
博
に
は
 
「
文
車
之
輿
徳
行
、
猶
十
尺
之
輿
一
丈
」
と
 
 

な
っ
て
お
り
、
『
江
談
抄
』
 
と
の
異
な
り
を
見
せ
て
い
る
。
『
古
本
系
江
談
抄
 
 

注
解
』
 
（
江
談
抄
研
究
会
締
 
武
蔵
野
書
院
一
九
七
八
年
）
 
で
は
こ
れ
を
「
匡
 
 

屠
の
記
憶
追
い
」
 
と
し
て
い
る
。
 
 

「
太
子
の
屍
1
刊
本
朝
神
仙
伝
』
 
と
往
生
伝
－
」
 
『
国
語
国
文
』
 
5
7
－
1
0
、
一
九
 
 

八
八
年
 
 

詳
し
く
は
注
 
（
4
）
 
野
口
氏
論
文
と
注
 
（
1
1
）
 
中
前
氏
論
文
を
参
照
。
 
 

「
尊
家
秘
記
・
紀
家
怪
異
実
録
・
本
朝
神
仙
伝
」
説
話
の
講
座
第
四
巻
 
『
説
話
集
 
 

の
世
界
Ⅰ
』
勉
誠
社
一
九
九
二
年
 
 
 

（
1
4
）
 
「
聖
徳
太
子
の
駒
」
 
『
古
代
説
話
の
解
釈
i
風
土
記
・
霊
異
記
を
中
心
に
1
』
明
 
 

治
書
院
 
一
九
八
五
年
 
 
 

（
1
5
）
 
注
 
（
1
3
）
 
に
同
じ
。
 
 
 

（
1
6
）
 
（
対
中
華
意
識
）
 
に
つ
い
て
は
、
森
正
人
氏
は
 
「
中
国
文
化
に
対
す
る
日
本
人
の
 
 

劣
等
感
と
、
そ
れ
が
屈
折
し
て
顕
在
化
す
る
と
こ
ろ
の
対
抗
意
識
・
優
越
感
、
 
 

そ
の
後
合
し
た
意
識
の
あ
り
方
を
対
中
華
意
識
と
呼
ぷ
」
と
定
義
し
て
い
る
 
 

（
「
対
中
筆
意
識
の
説
話
－
寂
照
・
大
江
寛
基
の
場
合
－
」
 
『
伝
承
文
学
研
 
 

究
』
 
2
5
号
一
九
八
一
年
）
。
 
 
 

（
1
7
）
 
『
太
子
信
仰
－
そ
の
発
生
と
発
展
－
』
評
論
社
 
叫
九
七
二
年
 
 
 

（
1
8
）
 
「
大
江
匡
研
－
『
江
談
抄
』
 
の
世
界
－
」
 
『
日
本
の
説
話
2
 
古
代
』
東
京
美
術
 
 

一
九
七
三
年
 
 
 

（
1
9
）
 
注
 
（
1
6
）
 
に
同
じ
。
 
 
 

（
2
0
）
 
「
大
江
匡
屑
の
高
騰
遅
醸
十
細
作
と
自
賛
1
」
 
『
中
世
文
学
研
究
』
 
7
号
 
叫
九
 
 

八
一
年
 
 

（
2
1
）
 
「
大
江
匡
属
の
言
説
と
白
居
易
－
『
江
談
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
－
」
 
『
白
旗
易
研
究
 
 

講
座
4
 
日
本
に
お
け
る
受
容
 
（
散
文
篇
）
 
』
勉
誠
杜
一
九
九
四
年
 
 

（
2
2
）
 
「
『
江
談
抄
』
－
大
江
怪
屠
の
高
殿
返
牒
自
讃
談
話
を
め
ぐ
っ
て
」
 
『
国
文
学
 
 

解
釈
と
鑑
賞
』
 
7
2
－
8
 
二
〇
〇
七
牢
 
 

※
引
用
に
際
し
て
の
依
拠
本
文
は
以
下
の
通
り
。
た
だ
し
、
私
に
表
記
を
改
め
、
句
読
 
 

点
、
返
り
点
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。
 
 

『
本
納
神
仙
伝
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『
大
日
本
国
法
撃
緯
駿
記
』
＝
日
本
思
想
大
系
、
『
日
 
 

本
書
紀
』
『
万
発
集
』
＝
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
上
宮
聖
徳
太
子
博
補
闘
記
』
『
聖
徳
太
 
 

子
侍
暦
』
 
『
聖
徳
太
子
侍
私
記
』
＝
聖
徳
太
子
全
集
、
『
上
官
太
子
拾
遺
記
』
＝
『
聖
徳
太
 
 

子
御
博
叢
苔
』
、
冒
鵬
宝
絵
』
＝
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
＝
矢
 
 

島
玄
発
着
『
日
本
国
見
在
讃
目
録
＝
集
証
と
研
究
』
、
『
倭
名
瑞
賢
紗
』
＝
正
宗
敦
夫
編
 
 

『
倭
名
類
衆
紗
』
 
（
元
利
三
年
古
活
字
版
二
十
巻
本
）
、
『
医
心
方
』
＝
日
本
古
興
全
集
、
 
 

『
江
談
抄
』
＝
江
談
抄
研
究
会
締
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
崇
頻
繁
本
系
江
談
抄
注
解
』
、
『
江
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都
督
納
言
願
文
集
』
 
‖
＝
六
地
蔵
寺
香
春
叢
刊
、
『
後
二
条
師
通
記
』
＝
大
日
本
古
記
録
、
 
 

彗
史
記
』
＝
中
華
讃
局
本
、
『
列
子
』
『
穆
天
子
伝
』
還
醐
衡
』
『
神
仙
伝
』
＝
増
訂
邦
魂
惑
 
 

お
、
『
抱
朴
子
』
内
篇
＝
王
明
校
注
中
華
書
局
本
（
酒
・
孫
屋
敷
乎
津
紹
校
勘
本
）
、
『
列
 
 

仙
伝
』
＝
王
照
円
校
正
本
 
 

M
附
記
山
 
 
 

本
稿
は
平
成
十
九
年
度
説
話
文
学
会
大
会
（
於
慶
應
義
塾
大
学
、
平
成
 
 

十
九
牛
六
月
十
七
日
）
 
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
一
部
を
も
と
に
成
稿
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

（
マ
 
ヨ
ウ
 
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
 
 

人
文
社
会
科
学
研
究
科
 
日
本
文
学
）
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